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御 茶 の 水 キ リ ス ト の 教 会 

 

11月8日(月) 

木 に 登 っ た 男 

聖書朗読  ルカ １９：１～１０ 

 ザアカイは、急いで降りてきて、そして大喜びでイエスを迎えた。  

ルカ １９：６ 

 

 子供の頃、「背が低かったザアカイ」というタイトルの子供賛美歌を歌った経験の

ある人は大勢いると思います。現在でも、アメリカの教会学校ではこの歌がよく歌わ

れています。 

 確かに、ザアカイは背が低い男性でした。ルカの記述では、背が低かったために群

衆にさえぎられて、ザアカイはイエス様を見ることが出来ずにいたとあります。ザア

カイは、取税人のかしらであり、お金持ちでしたので、社会的地位は高かった人だと

言えましょう。しかし、ザアカイはイエス様の姿を一目見たいと熱望していたので、

（社会的地位がありながらも）木に登るという大胆な行動に出て、イエス様が来られ

るのを待ったのです。つまりザアカイは、社会的地位よりもイエス様を一目見ること

を優先させたのです！ 

 イエス様は、ザアカイに目を留めて下さり、降りてくるように言われました。さら

には、ザアカイの家に泊まると言われました。直ちに木から降りたザアカイは、イエ

ス様との出会いによって心の内側から変えられました。彼は、財産の半分を貧しい人

に施し、だまし取ったものがあれば４倍にして返すことを誓いました。これは大変な

額になると思いますが、ザアカイはそれ程までに変えられたのです。 

 ザアカイは背が低かったことで知られており、背が低かったために出来なかったこ

とも（彼の人生の中には）あったことでしょう。ですが、ザアカイの心は、神様によ

って大いに変えられました。つまり背が低かったために、イエス様を見ることは容易

ではありませんでしたが、ザアカイの「イエス様を求める強い思い」は、イエス間に

しっかり届いたのです。イエス様は、ザアカイの「イエス様を求める強い思い」をし

っかりと受け止めて下さったのです。 

 

讃美歌 321 

祈 り 神様、ザアカイのように神様を求めることが出来ますようお助け下さい。

御心と御言葉に従えるようお導き下さい。 

      イエス様の御名を通してお祈り致します。アーメン。 

 

シャロン・フォスター 

テネシー州マクウェン 

    

 



 

11月9日(火) 

批 判 す る 前 に 

聖書朗読  ルカ １８：９～１４ 

 また、なぜあなたは、兄弟の目の中のちりに目をつけるが、自分の目の中の梁には

気がつかないのですか。                   マタイ ７：３ 

 

 友達を車に乗せて走り出したところ、シートベルト未着用の警告音が鳴りました。

てっきり友達が忘れたのだと思い「シートベルトしてね」と言ったところ「ちゃんと

やってるよ」と言われました。 

 私たちは顔を見合わせました。何ということでしょう、シートベルトをしていない

のは私だったのです！ 人はつい、自分ではなく他人が間違っていると思いがちです。 

 本日の聖書朗読箇所の譬えの中で、パリサイ人は「神よ。私はほかの人々のように

ゆする者、不正な者、姦淫する者ではなく、ことにこの取税人のようではないことを、

感謝します。私は週に二度断食し、自分の受けるものはみな、その十分の一をささげ

ております」と祈りました（11節～12節）。 

 このパリサイ人は自分が取税人よりも優れていると思っていたのです。パリサイ人

は独善的態度で帰宅しましたが、実はこのパリサイ人こそ神による救いを必要として

いたのです。しかし、彼はそのことに気付いていなかったのです。ですから神様は、

このパリサイ人のような態度をお喜びにはなりません。一方、「取税人は遠く離れて

立ち、目を天に向けようともせず、自分の胸をたたいて言った。『神さま。こんな罪

人の私をあわれんでください」（13節）。そして、彼の罪は赦されて、家へ帰りまし

た。 

 謙遜は、神様へ近づくための道と言えましょう。神様に近づくために、自分を良く

見せようとする必要はないのです。 

 

真に神を知っている人々は、日々謙虚にされます 

真に自分自身を知っている人々は、自分自身を誇ることをしません 

（フレーベル） 

 

讃美歌 333 

祈 り 天のお父様、私たちもあなたの大いなるあわれみが必要です。 

     イエス様の御名を通してお祈り致します。アーメン。 

 

デイビッド・ギブソン 

テキサス州コマース 

 

11月10日（水） 

マ ル コ ス の そ の 後 

聖書朗読  ルカ ２２：４９～５１ 

 「あなたがたは心を騒がしてはなりません。神を信じ、またわたしを信じなさい。 

ヨハネ １４：１ 

 

 ヨハネ18章とルカ22章には、ユダがイエス様を売り渡した場面が書かれており、

その際に、ペテロがマルコスという大祭司のしもべの耳を切り落とした、と記録され

ています。耳を切り落とされてしまうという大怪我をしたマルコスは、死ぬ可能性さ

えあったことでしょう。 

 ヨハネは、次のように記録しています。「シモン・ペテロは剣を持っていたが、そ

れを抜き、大祭司のしもべを撃ち、右の耳を切り落とした。そのしもべの名はマルコ

スであった」（18:10）。 

 またルカは、次のように記録しています。「するとイエスは、『やめなさい。それ

まで』と言われた。そして、耳にさわって彼をいやされた」（22:51）。 

 しかし、その後マルコスがどうイエス様に応答したのかは記されていません。私は、

ペテロがマルコスの首を打ち落とそうとしたものの、マルコスが刃をよけたので耳を

失うだけで済んだのではないかと思っています。 

 いずれにしても、マルコスが痛みで苦しんでいる所にイエス様が来られて、癒され

たのです。その後、マルコスはイエス様を信じたのでしょうか？ 聖書に記録されて

いる癒された人々の多くは、癒された後、主に感謝しています。マルコスも、きっと

感謝の思いであふれたのではないでしょうか。そしてマルコスは、癒しについて周囲

の人々に語らずにはいられなかったのではないでしょうか。 

 私たちも、何らかの「癒された経験」をしたことはありませんか。体が癒される経

験をした方もおられるでしょうし、心が癒される経験をした方もおられることでしょ

う。私たちは「主の良くしてくださったこと」を忘れずに心に留めて、感謝をささげ

たいと思います。その「主の良くしてくださったこと」を周りの人々と分かち合い、

イエス様ついて語る機会としましょう。神様は私たちを愛しておられ、罪という問題

で苦しめられている私たちの心さえ癒して下さるお方です。 
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祈 り お父様、イエス様を与えて下さり、私たちの罪が赦されていることに感謝

します。イエス様の御名を通してお祈り致します。アーメン。 

                           

グレン・アウス 

オレゴン州ポートランド     

                      



 

11月11日（木） 

神 様 が 与 え て 下 さ る 希 望 

聖書朗読  ルカ ２４：１３～２４ 

 望みを抱いて喜び、患難に耐え、絶えず祈りに励みなさい。 ローマ １２：１２ 

 

 先日、車を運転をしていましたらラジオから古い曲が流れてきました。その歌詞は

「私から世界を遠ざけてくれ！ 私の重荷を取り除いてくれ！」と言った内容でした。

これは上手く行かなかった恋愛についての歌で、全てを失ってしまったかのような悲

壮感についての歌でした。私たちは人生において、「自分が思い描く夢のようなこと」

が本当に起こるのではないかと高い期待感を持つことがあります。しかし、物事が期

待したようには進まず、最終的には全く異なる結果に終わることもあります。そのよ

うな場合、私たちは非常に落胆し、すべてが終わったかのように感じてしまうかもし

れません。しかし神様は、いかなる状況においても、私たちに希望を与えることがお

出来になります。 

 ある日曜日、二人の旅人がエルサレムからエマオへ向かっていました。彼らは、救

い主だと思われていたお方が十字架につけられて葬られてしまい、非常に落胆してい

ました。沢山の奇蹟をなさり人々をお教えになったイエス様こそ救い主に違いない、

と彼らは期待していたのです。二人が歩いていると、一人の男性が加わり、一緒に歩

き始めました。彼らは、それが死から復活されたばかりのイエス様だとは気付きませ

んでした。イエス様は旧約聖書に記されている神の救いのご計画について語られまし

た。彼らは主が語られることを聞きながら歩きましたが、隣を一緒に歩いて下さり語

って下さっている方がイエス様だとは気付きませんでした。 

 時に、私たちは人生において非常に落胆することもあるでしょう。しかし神様は、

いかなる時にも私たちに希望があることを約束して下さっています。そして神様は、

私たちから心の重荷を降ろして下さるのです。そのような神様が共にいて下さること

を知り、神様にお従いしていく時、私たちは自分たちが置かれた状況を違った視点で

見ることが出来るのです。神様が共にいて下さるから、困難に状況においても、希望

があるのです。 
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祈 り 天のお父様、あなたが与えて下さった全てのことに感謝します。どんな時

もあなたが共に居て下さり、希望があることを思い起こさせて下さい。 

イエス様の御名を通してお祈り致します。アーメン。 

                                  

                           ジェイン・ポー・マッシー 

テキサス州ヒューストン 

 

11月12日（金） 

暗 闇 か ら 光 へ 

聖書朗読  ヨハネ １：１～９ 

 神は光であって、神のうちには暗いところが少しもない。これが、私たちがキリス

トから聞いて、あなたがたに伝える知らせです。       Iヨハネ １：５ 

 

そこは今まで行った場所の中で最も暗い場所でした。その場所とは、子供の頃家族

旅行で行ったニューメキシコ州にあるカールズバッド洞窟群国立公園でした。ガイド

が洞窟の奥深くまで案内してくれて、ライトを数秒消しました。そして本当の暗闇を

体験することが出来ました。（日常生活でも）ベッド脇の時計のライトや、窓から入

る月の光なしでは、目の前にかざした手の輪郭すら見ることができません。ですから、

洞窟での真っ暗闇は、まさに何も見えない暗闇に圧倒される感覚となりました。 

光は、この世で必要不可欠です。神様が世界を造られた際、最初にもたらされたの

は光でした。光があることにより、私たちは周囲の状況を確認することが出来、どち

らに進むべきか知ることが出来ます。また、より良い道を選んでいく上でも、光は大

切と言えましょう。 

霊的な意味でも、光は私たちにとって必要不可欠です。本日の聖書朗読箇所に記し

てある通り、人にとっての真の光であるイエス様が世界にいらっしゃいました。イエ

ス様の光は、私たちを照らし出し、私たちの弱さや課題などを照らし出します。さら

に、私たちが神様と共に歩むことが出来るよう、「主の道」を照らし出して下さいます。

逆に、イエス様の光が無ければ、私たちは完全な暗闇の中を生きることになります。 

 イエス様の光を十分に受けて、神様と共に歩んでまいりましょう。 
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祈 り 神様、イエス様を通してこの世に光を与えて下さったことに感謝します。

イエス様の光で、私たちを正しい方向へとお導き下さい。 

      イエス様の御名を通してお祈り致します。アーメン。 

                              

ジャン・ノックス 

テキサス州グランベリー 

 



 

11月13日（土） 

水 の 大 切 さ 

聖書朗読  ヨハネ ４：７～２６ 

 わたしの弟子だというので、この小さい者たちのひとりに、水一杯でも飲ませるな

ら、まことに、あなたがたに告げます。その人は決して報いに漏れることはありま

せん。                           マタイ １０：４２ 

 

 アリゾナ州の砂漠地帯に位置するある町に何年か住んだことがあります。その経験

のおかげで、私は水の大切さを深く心に刻むようになりました。砂漠地帯は、とても

乾燥していてほとんど雨が降りません。しかし水は、日常生活には欠かせません。 

 マタイ25章では、羊と山羊を分けるというたとえを用いながら、「さばきの日」に

ついて語られています。どのように羊と山羊が分けられるのでしょうか。マタイ 25

章では、その基準の一つとして「乾いている人の喉を潤す」ことが示されています。

ですから、「私たちが水をどう用いるか」が、大きな意味を持つ場合もあるのです。 

 ヨハネ４章では、井戸端でのイエス様とサマリヤ人の女性との会話が記録されてい

ます。そして、この会話では、物質的な水と霊的な水が比較されています。イエス様

が与えて下さる霊的な水は、私たちを永遠のいのちへと導きます。イエス様が与えて

下さる水は、私たちの内で泉となり、永遠のいのちへの水が湧き出るのです。サマリ

ヤ人の女性は、その水を求め、イエス様から頂きました。私たちも、この「永遠のい

のちへの水」を頂くことが出来るのです。 

 イエス様こそが、生けるいのちへの水です。イエス様を信じ、イエス様と共に歩む

ことによって、私たちの霊的な渇きは満たされます。私たちが、イエス様の語られた

教えやイエス様の生き方に学ぶ時、そして、聖霊なる神様が私たちを満たして下さる

時、私たちは頂いた「霊的な水」を周りの人々とも分かち合うことが出来るようにな

るのです。 

 

讃美歌 鹿のように 

祈 り 天のお父様、あなたへ近づけるようお導き下さい。いのちへの水という恵

みをしっかり頂くことが出来るよう、お助け下さい。 

      イエス様の御名を通してお祈り致します。アーメン。 

                          

 スキップ・イエーツ 

アイダホ州アモン    

 

 

11月14日(日) 

ア ン デ レ に 学 ぶ 

聖書朗読  ヨハネ ６：１～１３ 

 弟子のひとりシモン・ペテロの兄弟アンデレがイエスに言った。「ここに少年が大

麦のパンを五つと小さい魚を二匹持っています。しかし、こんなに大ぜいの人々で

は、それが何になりましょうか。              ヨハネ６：８～９ 

 

 イエス様の弟子の一人であったアンデレは、その兄弟ペテロの陰に隠れた存在とし

て考えられがちです。ペテロは、積極的に発言するタイプの人で、彼の言動が目立ち

がちだからです。そのような訳で見過ごされがちですが、アンデレは「どんな小さな

可能性にも目を留める大切さ」を、私たちに教えていると思います。イエス様につい

て来た何千という群衆は空腹で、食べ物を必要としていました。この状況を受けて、

ピリポは「めいめいが少しずつ取るにしても、二百デナリのパンでは足りません」（7

節）と言いました。それに対してアンデレは、あたりを見渡し、お弁当を持っている

少年に目を留めました。 

 アンデレは、「私たち一人一人に今出来ることは何か」をまず考えて、その上で、「（私

たちに出来る範囲を超えたことに関しては）神様におゆだねしていく」という姿勢を

持っていたのかもしれません。イエス様は、人々の必要（本日の個所では、肉の糧）

を理解なさっていました。だからこそ、イエス様は奇蹟を行い、人々の空腹を満たさ

れたのです。そしてその奇蹟を通して、まことの神の力を人々（特に弟子たち）に示

されたのです。 

 私たち人間には、限られた力しかありません。しかしアンデレがしたように、私た

ちも「今、自分たちに与えられているものは何か」を心の目でしっかりと見て、それ

を神様に（ゆだねる信仰をもって）差し出していきたいものです。神様は、限りない

力をお持ちです。そしてその神様に、私たちはゆだねていくことが出来るのです。祈

りを通して、私たちの必要が満たされるよう、神様に願うことが出来ます。そして、

神様の導きにゆだねて参りましょう。神様は、私たちの思いや想像を超えて、最善を

なして下さいます。 
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祈 り 神様、あなたへの信仰を強めて下さい。 

      イエス様の御名を通してお祈り致します。アーメン。 

                        

マーク・ヤング 

ワシントン州モクシー 

 


